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第２８４４回  例  会 （ Ｒ３．４．２７ 火 晴れ ☀ ） 

 【職業奉仕担当  早朝例会  於：成田山大聖寺】    

点 鐘 岡田 雅隆会長 

R . S 手に手つないで 四つのテスト(※ご静聴) 

幹事報告 福冨 孝弘幹事 

※近隣クラブはコロナ禍により、ほぼメーキャップ受付を 
されておりません 

☆クールビズのご案内 
 5 月よりクールビズ 

☆新会員研修会ご案内（※対象；入会 1 年未満） 
 日時：4 月 27日（火）13：30～16：00  
場所：名鉄グランドホテル 11階 
※対象の 4 名全員ご出席いただきます 

⇒ 4 月 20 日から、愛知県名古屋市にコロナ禍によるまん延
防止等重点措置」が適用されたことに伴い、対面での開
催は中止となりました。オンラインでの開催となる為、
詳細は届きましたら改めてご連絡致します。 

☆常滑ロータリークラブ ホームページアドレス変更 
のご連絡 【 新アドレス；http://tokoname-rc.jp 】 

☆事務局のゴールデンウィーク休暇  
 4 月 29 日(木・祝)～5 月 5日(水・祝) 

出席報告（保浦博志委員長） 

出席率 100％ 会員 51 名（＊出席率は紙面での報告のみ） 

ニコボックス（大島匡博委員長） 
岡田雅隆君 2 年ぶりの爽やかな早朝例会です。大護

摩祈祷では｢ｺﾛﾅ終息｣をしっかりとお願
い致しました。｢たけのこご飯｣朝早くか
ら職員の皆様にはお世話になりました。
心より御礼申し上げます。大藪課長様の
｢教誨について｣の御法話も心して伺いま
す。よろしくお願いいたします。 

（同文にて）松平實胤君 福冨孝弘君 丹羽敬昇君 
藤井友喜君 成田山大聖寺の皆様には早朝より大変お

世話になります。大藪照心様のご法話を
拝聴できることを喜んで！ 

（同文にて）埴田惣一君 原正男君 日比野良太郎君 

保浦博志君 井川光雄君 稲垣圭次君  

板津英基君 岩間信夫君 加藤浩一君 

河田敏和君 兒玉寿君 近藤斉宏君 

近藤俊也君 間森清二君 松山基邦君 

小川宏嗣君 小川誠君 小川征一君 

奥村正幸君 大島匡博君 関矢正己君 

祖父江寿男君 住野龍之介君 鈴木一成君 

鈴木敏之君 髙橋秀治君 谷定貴之君 

梅田佳和君 山田直廣君 安田一生君 
安田新平君 吉田洋君 

 

会 長 挨 拶（岡田 雅隆会長） 

 

 皆さま、お早うございます。 

本日は 2 年振りに成田山さんのご厚意で早朝例会を

開催できる運びとなりました。例会前の 7 時から多く

のメンバーの方のご参加を頂き、本堂にてご祈祷を受

け、不動明王様のお助けを受け、コロナ退散と犬山 RC

の健勝をお願いしてまいりました。 

 さて、先週 21 日水曜日に小牧 RC の例会に出席して

まいりました。 

この日の例会は、去る2月21日にご逝去された2007

～08 年度当地区のガバナーを務められた「江崎柳節さ

んの追悼例会」が開催され、岡部 ガバナー、元 RI

理事 斎藤直美パストガバナー、加藤陽一パストガバナ

ー、中林正人ガバナー補佐、朱宮新治地区ロータリー

財団委員長など出席され、私は親クラブ会長として出

席しました。コロナ禍ということで、所縁のある方を

絞り、少人数の例会でありました。 

 名鉄小牧ホテル 3F の例会場の中央に遺影と供に献

花台が置かれ、点鐘の後、在りし日を偲びフォトスラ

イドが流され、その後岡部 G、斉藤 PG、中林 G 補佐

が追悼のスピーチを語られ、しめやかに例会は終了し

ました。 

江崎さんのプロフィールは、2002～03 年度クラブ会

長、2006～07 年度ガバナーエレクト、当分区のガバナ

ー補佐、2007～08 年度ガバナー、パストガバナー就任

後は主にロータリー財団、米山記念奨学会に注力され、

日本国内にとどまらず、世界で活躍され、ロータリー 

http://tokoname-rc.jp/
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発展のために尽力された方でありました。 

 最後に、私も江崎さんと間接的にご縁があり、地区

に出向することになりました。2006～07 年度犬山 RC

は日比野良太郎会長年度であり、私はその年度の SAA

の大役を拝命しておりました。毎週月曜日、4 役の方

と事務局に集まり、例会打合せをさせて頂いておりま

した。 

 そんなある時、日比野会長から「江崎さんが来年ガ

バナーに就任されることになっている。江崎さんから

小牧 RC はメンバー数が少ないので、親クラブの犬山

RC から若手の出向者を出して欲しいとお願いされた」

とのお話があり、髙橋秀治さんと私が地区に出向する

ことになりました。 

 その時には、地区委員会の内容も知らず出向しまし

たが、まさか昨年まで 13 年の長きに亘り出向するとは

思ってもみませんでした。 

 もし、江崎 G が誕生していなかったら、私のロータ

リーライフが今となってはどうなっていたのか想像も

付きません。ご縁とは不思議なものであるとつくづく

思います。 

 私とロータリーのご縁を作って頂いた江崎柳節 PG

のご冥福をお祈り申し上げて会長挨拶と致します。 

 
法  話 （山田 直廣 職業奉仕委員長) 

☆成田山名古屋別院大聖寺 
法務課長 大籔 照心 様 

『 「 教 誨
きょうかい

」 に つ い て 』  

 

 おはようございます。只今ご紹介にあずかりました

当別院の大籔照心と申します。本日は早朝からのご参

集、誠にお疲れと存じますが、今しばらく私のお話に

お付き合い頂ければ幸いでございます。よろしくお願

いを致します。 

私は過去 2 回、早朝例会にてお話をさせて頂きまし

たが、今回は私が携わらせていただいている“教誨”に

ついてお話をさせていただきます。 

私が教誨師の委嘱を受けましたのは約 6 年半前の平

成 26 年の夏でした。 

当別院は先代の菱木主監自らが教誨師であり、当時

は名古屋別院だけで 3 名の教誨師が活動をいたしてお

りました。 

 その後別院は教誨活動からは離れていたのですが、

定年を迎えられた同宗派の教誨師の方からの引継で、

宗派の東海教区から別院でも是非教誨活動を再開させ

て頂きたいとの要請があり、僭越ながら私が教誨師の

任を担うことになったわけです。 

 では教誨師とはどういった人なのでしょうか。 

「教誨師とは、受刑者の心の救済につとめ、彼らが改

心できるよう導く人」 

のことをいいます。 

 これは、多くの作品に名バイプレーヤーとして名演

を残し、平成 30 年に鬼籍に入られた、大杉漣さん最初

のプロデュース作にて最後の主演作、映画「教誨師」

での教誨師を簡潔に表した言葉であります。皆さん、

大杉漣さんが教誨師の映画を撮っていたことをご存じ

でしたでしょうか。 

刑務所や少年院などの矯正施設で、被収容者の希望

に応じて、所属する宗教宗派の教義に基づいた宗教教

誨活動を行う宗教家のことを教誨師といいます。教誨

師の人数は全国で約 2 千人。宗教の内訳は、仏教系が

約 65％、キリスト教系が約 15%、神道系が約 10%、

その他諸教が約 10%となっております。 

 映画「教誨師」の主人公、大杉漣さんが演じる教誨

師はプロテスタントの牧師さんですが、私との共通点

がございます。教誨師はいずれかの矯正施設に属する

ことになります。この映画の主人公は東京拘置所所属

の教誨師なのですが、私も同じく拘置所、名古屋拘置

所所属の教誨師なのです。 

名古屋拘置所は住所で申しますと、名古屋市東区白

壁 1 の 1、名古屋城と諸官庁に囲まれた名古屋の中心

にあります。さほど高い塀も無い、日本初の都市型高

層矯正施設で、収容人数は定員 1,000 名です。日々変

動もございますので、ざっくりとした数字しか申し上

げられませんが、現在は約 540 名が収容されておりま

す。刑事被告人（未決拘禁者）が約 300 名（内女性は

約 20 名）移送前受刑者は約 150 名、拘置所内の経理

作業を刑務作業とする懲役受刑者が約 80 名（内女性は

約 5 名）、死刑確定者（死刑囚）は 11 名（内女性 1 名）

となります。 

私が携わっている教誨活動は、2 ヶ月に 1 度の懲役

受刑者の集合教誨と、願箋が出された刑事被告人と死

刑囚との個人教誨、そして涅槃会などの宗教行事とな

ります。 

拘置所での教誨活動が他の矯正施設と大きく違うと

ころは、未決の方、受刑者の方、そして死刑囚の方、

色々な立場の方と教誨師として対峙していかねばなら

ないことではないでしょうか。映画「教誨師」では６

人の死刑囚との対話が描かれております。私の教誨活

動でも死刑囚の方との教誨が特に強い印象としてあり

ます。 

 平成 26 年の夏に、私が初めて教誨師として名古屋拘

置所に参りました時、幾重ものセキュリティを通り、

まず刑務官の皆さんが詰めている事務室に通されまし

た。教誨師引継の時に前任者から「名古屋拘置所の教

誨師は 15 名で死刑囚は 10 人程、願箋を出す人は半数

にも満たないだろうから、最初から死刑囚との個人教
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誨は無いですよ。」と伺っておりました。しかし、初め

ての教誨の直前に、担当の刑務官より「本日の教誨は

死刑囚 2 名との個人教誨です。」と告げられ、平静を装

ってはおりましたが、痺れるほどの緊張感を感じたこ

とを今でも覚えております。 

 時間となり、担当刑務官の先導で独房に挟まれた廊

下の先にある教誨室に案内され、「それでは教誨対象者

を連れて参りますのでしばらくお待ち下さい。」と一人

教誨室に残された時、不安と緊張はピークに達しまし

た。 

 教誨室には祭壇があり仏教系の教誨の時には阿弥陀

さんのお軸が下げられているのですが、阿弥陀さんを

ジッと見つめているうち、自分でも不思議なほど冷静

になり、部屋の扉が開く頃には、とにかく教誨を続け

てもらう為にどうしたら願箋を出し続けてもらえるか、

今日は次に繋げることに徹しよう。と思えるほどに落

ち着きを取り戻せていました。 

 最初の教誨対象者と対峙した時、とても驚きました。

なぜなら彼がずっと笑顔だったからです。ニコニコと

屈託の無い笑顔。そして彼の願いは自分が殺めてしま

った被害者の供養でした。私は彼の心情を推し量るこ

とができぬまま阿弥陀如来に向き直り、香呂の乗った

経机を挟んで彼が座ります。その状況に緊張しつつ、

真摯にご供養を申し上げました。そして供養を納め振

り返ると、彼は脂汗をかいてブルブルと震えていたの

です。おもわず私が「大丈夫ですか。」と声をかけると。

「あれ、おかしいな、どうしたんだろう。どうしたん

だろう。」と震えと脂汗の止まらない彼を見て、初めて

彼が自らの罪の重さを感じ、被害者に対する謝罪と菩

提を弔う心があることを知りました。 

 しばらくすると彼も落ち着きを取り戻し、独房へと

戻っていきました。間を置かず二人目の教誨対象者が

入室してまいりました。 

 彼はそれまで多くの教誨師から色々な宗教宗派の教

誨を受けていて、宗教に対してとても博識でした。特

に死後の世界、各宗教宗派の死生観に関してとても詳

しく、最初の教誨でも真言宗の教え、死生観について

の話となりました。 

死刑囚は自ら願わない限り刑務作業はありません。

毎日膨大な時間、いつ“その時”が来るのか分からない

中、自らも“死”と向き合うこととなります。ですから 

“死”に対して非常に敏感なのです。ですから彼からの

質問には容赦や遠慮がありません。その日の問答の最

後に、「世界にはキリスト教やイスラム教のような一神

教と、仏教やヒンドゥー教のような多神教があって、

それぞれに信じる神仏が違い、死後の世界も違う。結

局宗教は人間が想像で作り出した妄想じゃ無いのか。」

という問いを受け、「その人が信じている宗教がその人

にとっての本当の宗教なんだ。」と答えになっているの

か分からない返答をしたのを覚えております。 

 この日の二人とは今も教誨が続いております。彼ら

との時間は常に真剣勝負、私も彼らと会うたび僧侶と

して人として成長をさせて頂いております。 

 また、拘置所は個人教誨だけでなく、願箋を出した

懲役受刑者との集団教誨もあります。彼らはいずれ外

の世界へと戻っていくので、それからの人生がより良

くなるよう、外で生きていくためのヒントとして仏の

教えを伝えます。 

 たとえば、「あなたが怒りの感情に駆られカッとなっ

た時、心を静めてお不動様の真言を 1 回お唱えなさい。

そうすれば怒りにまかせてつい手を出すことや、人を

傷つける言葉を口にすることもなくなりますよ。」とい

った感じです。 

 これからも彼らに自らの罪にしっかりと向き合って

もらい、悔い改めることで残りの生を充実したものに

できるよう、そして心安らかに死を迎えられるよう、

彼らの話を聞き、仏の教えを伝えていこうと思ってお

ります。 

教誨活動は無償の行為ではありますが、何かを成す

には資金が必要です。もし教誨活動にご協賛いただけ

る方がいらっしゃいましたら、お声がけいただければ

幸いです。 

 現在、新型コロナウイルスも感染拡大を続けており

ます。皆様どうかお一人お一人がしっかりと対策を講

じて頂き、日々ご清栄にてお過ごし下さい。 

当山ではこれからも皆様の息災とロータリークラブ

の発展を祈念いたしております。本日は最後までお話

をお聞きいただき、ありがとうございました。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＝御礼の言葉＝（岡田雅隆会長） 

 大藪様、本日は本当にありがとうございました。 

 大変なお仕事に携わって見えると思いますが、これ

からもご活躍を応援しております。 

 また、皆さんにお伝えしたいことがあります。現在

成田山では食事の提供はしていないそうです。そんな

中、この信徒会館でこのように筍ご飯を出していただ

き、今日はスペシャルでございます。併せて感謝申し

上げます。ありがとうございました。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 


